
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。激

動
の
２
０
２
１
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。
呑
気
に
お
め
で
と
う
な
ど
と
言
え

な
い
状
況
で
の
年
明
け
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
治

ま
る
気
配
も
な
く
、
ワ
ク
チ
ン
も
治
療

薬
も
な
い
感
染
症
を
抑
え
込
む
た
め
に
、

経
済
活
動
を
抑
制
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
点
が
、
決
定
的
に
深
刻
で
す
。

株
価
は
政
府
の
買
い
支
え
に
よ
っ
て

持
ち
こ
た
え
て
い
ま
す
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な

ど
の
経
済
指
標
は
軒
並
み
戦
後
最
悪
の

数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
賃
金
・
単
価

・
可
処
分
所
得
な

ど
の
落
ち
込
み
は
、

日
本
経
済
の
先
行

き
に
暗
い
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
。

戦
後
最
悪
の
安

倍
政
権
が
倒
れ
１

０
０
日
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
が
、

菅
政
権
は
よ
り
冷

酷
で
国
民
に
説
明

し
よ
う
と
も
、
そ

の
声
を
聴
こ
う
と

も
し
ま
せ
ん
。
持

続
化
給
付
金
・
家

賃
支
援
給
付
金
も

早
々
に
打
ち
切
ら

れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
医
療
機
関

や
従
事
者
に
対
す

る
手
当
も
不
十
分
で
す
。

労
働
組
合
は
、
主
と
し
て
経
済
的
関

係
で
組
合
員
の
利
益
を
図
る
団
体
で
す

が
、
今
日
的
に
は
よ
り
広
範
な
役
割
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
１
春
闘
で
は
、
新
自
由
主
義
と
き
っ

ぱ
り
縁
を
切
っ
た
国
民
の
暮
ら
し
優
先

の
政
治
、
環
境
破
壊
を
止
め
自
然
と
共

生
す
る
社
会
、
個
性
を
尊
重
し
多
様
性

を
重
視
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の

実
現
の
た
め
に
、
建
交
労
東
京
は
全
力

を
あ
げ
る
と
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

執
行
委
員
長

松
田

隆
浩

「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、

労
働
者
の
い
の
ち
と

雇
用
を
ま
も
れ
！
」

こ
れ
か
ら
本
格
化
す

る
２
１
春
闘
に
向
け

て
、
国
民
春
闘
共
闘
、

全
労
連
、
東
京
春
闘

共
闘
は
、
１
月
６
日

（
水
）
に
新
春
宣
伝

行
動
を
、
１
月
１
５

日
（
金
）
に
厚
労
省

と
日
本
経
団
連
前
で

２
１
春
闘
闘
争
宣
言

行
動
、
丸
の
内
デ
モ

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
今
こ
そ
貯
め
込

ま
れ
た
大
企
業
の
内

部
留
保
を
労
働
者
の
賃
上
げ
や
雇
用
拡

大
へ
使
う
べ
き
だ
。
」
コ
ロ
ナ
禍
で
の

失
業
者
は
８
万
人
と
も
言
わ
れ
る
中
、

補
償
無
き
政
府
の
無
策
な
対
応
に
国
民

の
怒
り
は
増
す
ば
か
り
で
す
。
日
本
医

労
連
や
東
京
医
労
連
は
、
医
療
崩
壊
が

目
前
に
迫
る
深
刻
な
医
療
現
場
を
紹
介

し
「
医
療
・
介
護
・
福
祉
へ
の
支
援
を

増
や
せ
、
公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
・

統
合
は
中
止
し
ろ
、
保
健
所
を
増
や
せ
！
」

な
ど
早
急
な
改
善
を
求
め
訴
え
ま
し
た
。

国
公
労
連
、
国
土
交
通
労
組
、
自
治
労

連
等
の
公
務
の
単
産
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
追
わ
れ
連
日
深
夜
ま
で
続
く
長

時
間
労
働
の
実
態
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
公
共
公
務
サ
ー
ビ
ス
の
人
員
を
増
や

せ
！
」
の
声
に
国
や
財
界
は
耳
を
傾
け

る
べ
き
で
す
。
経
団
連
前
で
決
意
表
明

し
た
建
交
労
中
央
本
部
の
廣
瀬
書
記
長

は
、
ダ
ン
プ
労
働
者
が
生
活
に
困
窮
す

る
一
方
で
発
注
者
の
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
は

内
部
留
保
を
増
や
し
続
け
て
い
る
事
を

紹
介
。
建
交
労
に
結
集
す
る
多
く
の
仲

間
は
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
労
働
者
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
リ
ス
ク
を
負
い

な
が
ら
働
い
て
い
る
仲
間
の
安
全
・
安

心
な
労
働
環
境
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の

他
、
福
祉
保
育
労
、
出
版
労
連
、
自
交

総
連
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
、
全
教
、
建
設
関

連
労
連
、
東
京
土
建
等
々
、
全
労
連
や

国
民
春
闘
共
闘
に
結
集
す
る
多
く
の
仲

間
が
参
加
し
ま
し
た
。
２
１
春
闘
勝
利

に
向
け
、
団
結
し
て
頑
張
ろ
う
！
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「
い
の
ち
・
く
ら
し

を
守
る
憲
法
を
い
か

す
政
治
へ
！
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
！
だ
れ
も

が
安
心
し
て
働
け
る

職
場
の
実
現
を
！
語

り
合
い
手
を
つ
な
ぎ

１
人
ぼ
っ
ち
の
女
性

労
働
者
を
な
く
そ
う
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

１
１
月
２
３
日
（
月

・
祝
）
東
京
地
評
女

性
セ
ン
タ
ー
第
２
回

定
期
大
会
が
ラ
パ
ス

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
時
間
の
短
縮
、

出
席
代
議
員
の
縮
小
、
物
販
販
売
や

争
議
団
紹
介
は
残
念
な
が
ら
中
止
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
９

組
織
４
８
名
が
結
集
し
、
建
交
労
東

京
都
本
部
か
ら
は
２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
開
会
の
挨
拶
を
し
た
結
城
議

長
は
「
東
京
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
調

査
で
７
万
人
の
非
正
規
・
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
・
女
性
の
パ
ー
ト
な
ど
が
失
業

し
、
女
性
の
自
死
は
１
・
８
倍
と
な
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
労
働
組
合
の

役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
賃
上

げ
の
実
現
、
長
時
間
労
働
な
く
せ
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
、
社
会
保
障
の

充
実
等
々
、
女
性
の
切
実
な
要
求
実

現
を
め
ざ
し
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
鶴
見
事
務
局
長
か

ら
は
、
２
０
年
度
総
括
と
２
１
年
度

運
動
方
針
案
、
２
０
２
０
年
度
決
算

報
告
・
２
０
２
１
年
度
予
算
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
・
討
論
で
は

各
単
産
・
地
域
の
１
３
人
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
現
場
か
ら
は

「
３
月
か
ら
新
学
期
の
４
月
ま
で
休

校
と
な
り
、
先
生
が
生
徒
の
顔
を
半

分
し
か
覚
え
ら
れ
な
い
、
分
散
登
校

で
子
ど
も
と
教
師
が
気
持
ち
に
余
裕

が
な
い
。
」
と
報
告
。
医
療
・
介
護

現
場
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
空

き
ベ
ッ
ド
を
お
く
と
病
院
収
入
が
減

る
。
多
忙
な
の
に
賃
金
や
一
時
金
が

減
る
。
公
的
な
補
償
と
公
的
病
院
の

拡
充
が
必
要
。
補
助
金
が
出
な
い
独

法
化
は
許
さ
な
い
。
」
等
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
争
議
の
訴
え
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
支
援
、
組
合
員
拡
大

な
ど
の
報
告
を
受
け
、
と
も
に
闘
う

決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。
今
大
会

は
リ
モ
ー
ト
で
は
な
く
、
感
染
拡
大

防
止
し
な
が
ら
会
場
に
集
ま
っ
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
直
の
発

言
を
は
じ
め
、
医
労
連
さ
ん
の
美
魔

女
踊
り
（
サ
イ
チ
ン
音
頭
）
を
拝
見

出
来
、
良
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
女
性
は
生

活
、
働
き
方
に
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
早
い
コ
ロ
ナ
の
収
束
と

女
性
が
い
き
い
き
と
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
環
境
や
休
業
制
度
の
整
備
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
【
建
交
労
東
京
女

性
部

事
務
局
長

江
部

明
子
】

建
交
労
東
京
東
部
支
部
は
、
１
２

月
６
日
（
日
）
、
富
岡
区
民
館
で
第

２
１
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
、
出
席
者
を
最
少

限
に
絞
っ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

東
部
支
部
は
高
齢
者
事
業
団
と
東

部
合
同
ユ
ニ
オ
ン
、
運
輸
支
部
、
木

材
合
同
等
の
組
合
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
事
業
団
は
終
戦
時

の
失
業
対
策
事
業
か
ら
出
発
し
、
現

在
で
は
、
働
か
な
い
と
生
活
で
き
な

い
高
齢
者
の
仕
事
の
受
け
皿
へ
と
発

展
し
て
い
ま
す
。
公
園
清
掃
な
ど
の

仕
事
拡
充
の
た
め
毎
年
都
や
区
に
要

請
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
部
合
同
ユ

ニ
オ
ン
（
建
設
・
運
輸
点
在
）
は
、

組
合
員
が
定
年
付
近
に
な
り
、
組
織

の
継
続
が
課
題
で
す
。
そ
こ
で
昨
年
、

東
部
支
部
が
基
軸
に
な
り
都
本
部
に

組
織
拡
大
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
Ｆ
運
輸
に
組

合
員
一
人
を
拡
大
し
、
今
、
職
場
で

の
拡
大
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
事
業

団
の
仕
事
獲
得
、
合
同
ユ
ニ
オ
ン
の

組
織
拡
大
、
運
輸
支
部
の
強
化
等
を

決
議
し
、
協
同
と
前
進
を
誓
っ
て
、

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
大
会
を
締
め
ま

し
た
。
【
書
記
長

畠
中

博
資
】
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１
０
月
２
９
日
（
木
）
東

京
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
第

１
５
回
定
期
総
会
を
東
京
労

働
会
館
地
下
中
会
議
室
で
行

い
ま
し
た
。
赤
羽
目
部
会
長

に
よ
る
開
会
挨
拶
後
、
藤
田

副
部
会
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
を
都
本

部
か
ら
行
い
ま
し
た
。

議
案
提
案
は
宮
本
事
務
局

長
よ
り
行
い
、
前
年
度
の
各

事
業
団
の
就
労
確
保
の
た
た

か
い
や
仕
事
確
保
拡
大
を
め

ざ
し
た
国
・
自
治
体
へ
の
要

請
行
動
な
ど
活
動
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

来
年
度
の
方
針
と
し
て
、

要
求
実
現
へ
向
け
た
支
部

・
分
会
の
活
動
を
強
化
す
る

こ
と
、
幹
事
会
前
で
の
３
０

分
学
習
を
習
慣
化
す
る
こ
と
、

仕
事
を
守
り
拡
大
す
る
活
動

と
し
て
、
市
や
区
と
の
随
意

契
約
を
守
る
闘
い
、
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
準
ず

る
組
織
の
基
準
」
を
都
に
作

ら
せ
る
よ
う
国
や
自
治
体
へ

の
要
請
、
助
け
合
い
共
済
の

拡
充
、
建
交
労
東
京
都
本
部

共
同
墓
所
の
会
の
概
要
に
つ

い
て
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
会

計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

予
算
案
の
提
案
後
の
質
疑
討

論
で
は
、
各
職
場
か
ら
活
動

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
新
役

員
が
提
案
さ
れ
、
新
た
な
執

行
部
体
制
が
確
立
さ
れ
ま
し

た
。岩

山
事
務
局
次
長
の
閉
会

あ
い
さ
つ
、
赤
羽
目
部
会
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総
会

は
終
了
し
ま
し
た
。
【
都
本

部
書
記
長

遠
藤

晃
】

世
界
の
人
口
は
約
７
８
憶

人
。
過
去
、
地
球
規
模
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
が
計
画

さ
れ
た
事
は
な
い
。
新
型
コ

ロ
ナ
に
関
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界

保
健
機
関
は
今
現
在
に
お
け

る
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先

順
位
」
を
提
言
し
て
い
る
。

第
１
段
階
は
医
療
従
事
者
・

介
護
従
事
者
（
人
口
の
３
％
）
、

第
２
段
階
は
６
５
歳
以
上
・

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
人
（
人

口
の
２
０
％
）
、
第
３
段
階

そ
の
他
優
先
グ
ル
ー
プ
（
人

口
の
２
０
％
）
。
ま
た
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
は
全
体
で
６
５
％
～
７

０
％
の
人
が
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
れ
ば
ウ
イ
ル
ス
の
伝
播

が
阻
止
さ
れ
集
団
免
疫
と
な

る
と
説
明
し
て
い
る
。
変
異

種
が
見
つ
か
る
な
ど
感
染
拡

大
が
深
刻
な
イ
ギ
リ
ス
で
は

ワ
ク
チ
ン
開
発
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
終
了
に
は
、
ワ

ク
チ
ン
開
発
そ
の
も
の
よ
り

も
「
い
か
に
し
て
届
け
る
か
」

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
課
題
が

あ
る
よ
う
だ
。
今
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
マ

イ
ナ
ス
７
０
度
と
い
う
超
低

温
の
空
輸
・
保
存
で
世
界
の

医
療
機
関
に
運
ば
れ
て
い
る
。

医
療
機
関
に
到
着
後
、
２
～

８
度
の
冷
蔵
庫
で
５
日
間
の

保
存
が
可
能
だ
。
し
か
し
、

ア
フ
リ
カ
や
南
米
な
ど
の
世

界
の
温
暖
地
域
で
は
、
輸
送

の
最
終
段
階
で
必
要
な
低
温

貯
蔵
庫
が
圧
倒
的
に
足
り
な

い
。
英
の
免
疫
学
者
ア
ズ
ラ

・
ガ
ニ
教
授
は
「
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
終
わ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ

が
い
つ
に
な
る
か
こ
そ
が
問

題
だ
。
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る

こ
と
自
体
が
最
大
の
難
関
な

の
で
。
」
と
警
告
し
て
い
る
。

世
界
中
全
て
の
人
が
幸
せ

に
な
る
日
は
い
つ
に
な
る
か
。

１２月 ６日（日）

建交労東京都本部 東部支部

第２１回定期大会開催

■１月３０日（土）～３１日（日）

第２２回中央委員会／群馬磯部温泉

■２月 ７日（日）１３時半～

第２６回都本部委員会※リモート開催

■２月 ８日（月）１３時１５分～バス関

連支部（京王新労組）中労委命令取り消

し行政訴訟／東京地裁６３１号法廷

組合掲示板


